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 東日本旅客鉄道株式会社 常務取締役の森本です。本日はお忙しいなか、お
集まりいただきまして、ありがとうございます。 
 

 私からは、「グループ経営構想Ⅴ」の進捗並びに第2四半期決算及び通期業績
予想についてご説明します。 
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 「グループ経営構想Ⅴ」は、「地域に生きる。世界に伸びる」をコンセプトワードに、
2012年10月30日に発表しました。 

 
 この「グループ経営構想Ⅴ 」の進捗につきましては、「今後の重点取組み事項」

として、この1年間どのように取り組み、今後1年間どのように取り組むのかにつ
いて、毎年この時期にプレス発表しています。 
 

 昨年は安全・安定輸送に様々な課題があるということで、「安全・安定輸送のレ
ベルアップ」を最重点に据えました。 
 

 一方、今年は「安全・安定輸送のレベルアップ」、「収益力向上への挑戦」、
「『TICKET TO TOMORROW～未来のキップを、すべてのひとに。～』の推進」の
3点を横断的重点課題としています。 
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 「安全・安定輸送のレベルアップ」は、1年で解決する問題ではありません。継続
して、しっかりと取り組みます。 
 

 新幹線のスピードアップや鉄道のシステムチェンジ、水平分業の深度化、社員
の急速な世代交代といったことが背景にあり、輸送障害が発生しています。 
 

 そのような根本的なところに手を打つため、安全教育・訓練の見直し、異常時対
応能力の強化、パートナー会社との協働による技術力向上を図りながら、ハー
ド面の強化、再発防止の徹底、安全レベルの把握による「未然防止」に引き続
き取り組みます。 
 



6 

 2点目は、「収益力向上への挑戦」です。昨年来、北陸新幹線金沢開業、北海道
新幹線の新函館北斗開業や上野東京ラインの開業等がありました。 
 

 こうした鉄道ネットワークの拡充とともに、駅を中心とした街づくりとして、新宿や
仙台、東京駅丸の内地下開発を進めており、間もなく千葉駅のエキナカが開業
します。 
 

 これらを踏まえ、当社グループがお客さまに提供する付加価値をさらに高める
ことにより、収益力の最大化に挑戦します。 
 

 また、施設をつくるだけでなく、しっかりと育てることを課題にしていきます。 
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 3点目は、 「TICKET TO TOMORROW ～未来のキップを、すべてのひとに。～」
の推進です。 
 

 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、会場近辺の駅を改良し、
バリアフリーに配慮した安全・安心な鉄道インフラを提供します。また、多言語
による情報提供、そして快適な旅客鉄道輸送サービスの提供を行います。 
 

 これに限らず、被災地である東北の復興をテーマに観光流動を活性化するほ
か、地方の情報を東京に伝えるとともに、1次産業の6次産業化等に取り組みま
す。 
 

 また、渋谷や横浜、東京駅北通路の開発など、首都圏のターミナル駅の改良に
よる東京圏の魅力向上を図ります。 
 

 東京を変えていく、そして日本を変えていくことにより、オリンピック・パラリンピッ
クに向け、世界中の人に受け入れられるような街づくりに取り組んでまいりたい
と考えております。 
 

 そのような意味で、コミュニケーションスローガン「TICKET TO TOMORROW」
の推進に取り組んでいきます。 
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 次に2017年3月期並びに2019年3月期の数値目標です。 
 

 第2四半期の決算は、基本的には計画通りであることから、2017年3月期の計
画並びに2019年3月期の数値目標は変更しません。 

 
 この数値目標については、2017年3月期決算時にローリングする考えです。 
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 営業キャッシュ・フローの使途に関する計画も、変更はありません。 
 

 配当は年間130円、中間配当は65円ですが、しっかり実施してまいりたいと考え
ています。 
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 2017年3月期第2四半期決算、通期業績予想について説明します。 
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 単体の第2四半期実績と通期計画です。 
 

 営業収益は1兆418億円で、対前年40億円の増でした。営業費用は7,994億円
で、対前年184億円の増でした。この内の120億円については、新幹線大規模
改修引当金繰入によるものです。営業利益は△144億円で、増収減益の決算で
した。 
 

 右側に2017年3月期の4月計画がありますが、営業収益は通期で26億円の増、
営業費用は396億円の増を計画していますが、この内240億円が新幹線大規模
改修引当金繰入による増です。 
 

 この計画と比較し、営業収益は若干上振れ、営業費用は計画よりも下振れてい
るものの、概ね計画通りであることから、通期計画を変更していません。 
 

 運輸収入が対前年で22億円の増となっていますが、その内訳について次ペー
ジ以降で説明します。 
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 鉄道運輸収入の＋22億円の内、定期が＋17億円、定期外が＋5億円でした。新幹線
が△21億円、在来線関東圏が＋37億円でしたので、定期外は在来線関東圏が牽引し
ました。 
 

 定期は＋17億円と非常に好調で、雇用情勢の改善、高齢者や女性の雇用拡大が背景

にあるのではないかと思います。また、例えば武蔵小杉駅のように、開発がうまく進ん
でいる駅の定期収入は増えています。 
 

 定期外は新幹線が△21億円で、主な増要素はインバウンド＋15億円、北海道新幹線
の開業効果＋55億円、主な減要素は北陸新幹線の反動減△45億円、シルバーウィー
クの反動減△25億円でした。 

 
 北海道新幹線は＋55億円ですが、在来線その他で特急の廃止による減収が△5億円

あり、ネットでは＋50億円となっています。 
 

 新幹線は少し不調でしたが、在来線関東圏はシルバーウィークの曜日配列や台風の
減はあったものの、基礎収入の増などにより、＋37億円になりました。 
 

 対計画では、鉄道運輸収入全体で100.2％ですが、上期計画が100.2％ですので、概ね
計画通りでした。一方、定期収入は100.3％の上期計画を上回りました。定期外は
100.2％の上期計画を若干下回りました。 
 

 基礎について説明したいと思います。新幹線基礎は△25億円でしたが、天候不順によ

り、週末に出控え、新幹線から、近距離である在来線関東圏に旅行先をシフトしたので
はないかと推測しています。 
 

 成田空港駅でのSuicaの払戻枚数がかなり増えていますので、インバウンドも在来線関
東圏の基礎を押し上げているのではないかと見ています。 
 

 新幹線と在来線を足し合わせると基礎は大体予想通りです。 
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 鉄道運輸収入の第2四半期実績と4月通期計画です。 
 

 鉄道運輸収入は通期で＋19億円（100.1％）、上期100.2％、下期100.0％の計

画です。昨年の下期はうるう年であり、災害が少なかったことから、上期にウェ
イトを置いた計画としています。 
 

 上期実績は、定期は上回り、定期外は若干下回りましたが、鉄道運輸収入全
体ではほぼ計画通りでした。 
 

 計画では新幹線をプラス、在来線をマイナスと見ていましたが、実際には新幹
線が苦戦し、在来線の方が好調でした。 
 

 次に、北海道新幹線と北陸新幹線についてご説明します。 
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 まず、北海道新幹線は4月計画において、45億円収入が増加し、特急の廃止等
で10億円減収となることから、ネットで35億円の増としていました。 

 
 上期は20億円の増で計画していましたが、実際には50億円の増となり、対計画

で30億円上回りました。これは青森県・函館デスティネーションキャンペーンの
実施や、訪日旅行者向けの特別企画乗車券の新設等の効果と見ています。 
 

 一方、北陸新幹線は4月計画では430億円と、通期で25億円、上期で15億円の
反動減を計画していましたが、上期実績は215億円と、4月計画を30億円下回り
ました。 
 

 北海道新幹線は計画を30億円上回り、北陸新幹線は計画を30億円下回ったと
いうことで、合わせると行ってこいになりました。 

 
 見込みでは、北海道新幹線は計画を下期で20億円程度上回り、北陸新幹線は

15億円くらい下回るのではないかと見ています。計画はいずれにしても変更し
ていませんので、努力していきます。 
 

 北陸新幹線については、JR西日本と「美味しさ五ツ星。北陸新幹線キャンペー
ン」に取り組み、食材などをPRします。また、東北についても祭など、冬の魅力
をキャンペーンなどでアピールしていきます。 
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 続いて、インバウンドについて説明します。上期では、60億円から80億円に20
億円の増と計画していましたが、上期実績は75億円と15億円の増となり、計画
を5億円下回りました。 
 

 鉄道事業のインバウンドは通期で125億円から165億円に増える計画です。 
 

 左上にあるように、訪日外国人は約2割程度増加しており、年単位では昨年の
1,900万人から2,400万人程度に増加する見込みです。爆買いはなくなってきて
いますが、訪日外国人の人数は計画通りです。 
 

 上期実績が計画を5億円下回った原因ですが、当社エリアや隣接するエリアを

旅行される方が増加すると考え、特別企画乗車券等を設定しましたが、実際に
は、全国を周遊される方の方が多く、当社のパイが増加しなかったことによりま
す。人数は増えたものの、単価増が実現できませんでした。当社エリアの魅力
を伝え、引き上げる努力を続けます。 
 

 仙台において、仙台空港をゲートウェイ化し、東北あるいは南北海道、それから
東京を組み合わせた「立体観光」を推進します。 
 

 生活サービス事業では、外国人宿泊収入が前年通期実績が40億円、前年上期
実績で19億円、上期の実績も19億円で若干の増でした。首都圏のホテルの稼

働率が非常に高いので、外国人宿泊比率はそれ程変わらず、若干単価を上げ
ました。ホテルをいかに増やすかといった課題があると考えています。 

 
 免税カウンターはルミネ新宿店を中心に実績を伸ばしており、昨年上期の5億

円から22億円に増加しましたが、いわゆる爆買いの対象になるようなものでは
なく、薬や衣料品が売れているようです。 
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 営業費用は、概ね計画通りでした。 
 

 人件費と動力費が減となりましたが、いずれも計画通りで、動力費は燃料費単
価の減が効き、対前年で減となっています。 
 

 修繕費は、新幹線大規模改修引当金繰入が120億円の増で、その他に追加的
な安全対策等もありますので、概ね計画通りです。 
 

 物件費その他については、63億円増えていますが、システム使用料やJR北海
道・JR西日本との車両相互使用料の増、部外委託関係の増などが要素です。 
 

 業務委託費と人件費を足し合わせコストコントロールすると4月にお話ししてい
ますが、概ねその通りに進捗しています。 
 

 従いまして、コストコントロールという意味では、計画よりも若干経費を下げられ
たと見ていただければと思います。 
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 連結決算も、単体決算が大きなウェイトを占めていますので、基本的には単体
と変わりありません。営業収益は138億円の増、営業利益は新幹線大規模改修
引当金等の影響で146億円の減、経常利益は126億円の減でした。 

 
 右側に前年実績と4月計画を記載しています。 
 

 セグメント別では、運輸業は増収減益でした。これは単体によるところが大きい
です。 
 

 駅スペース活用事業については、減収減益でした。 
 

 ショッピング・オフィス事業は増収、わずかに減益です。 
 

 その他の事業については、増収増益でした。 
 

 次ページ以降でご説明します。 
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 まず、運輸業は増収減益でした。 
 

 昨年度はうるう年であったことや、災害がなく非常に順調な1年であったこと、ま
た総合車両製作所にて、海外への車両輸出という要素がありましたが、本年は
そのような要素がないことから、下期を弱く見ています。 
 

 通期の営業収益は△35億円、営業利益は新幹線大規模改修引当金繰入等に
より△405億円の業績予想は変更しません。 
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 続いて、駅スペース活用事業です。 
 

 上期は減収減益でしたが、通期では増収減益の計画です。 
 

 これは下期にグランスタ丸の内の開業効果や、ペリエ千葉（エキナカ）、ラスカ
熱海などの開業があり、収益の増を見込んでいるためです。 
 

 ただし、年度初にもご説明しましたが、営業利益では、利益率の高い店舗が
あった東京駅北通路周辺の工事支障が継続しており、減益と計画しています。 
 

 駅スペース活用事業についても、通期業績予想を変更しません。 
 

 なお、Jリテールの既存店の上期実績は対前年100.1％でした。また、NREの既
存店については、97.8％でした。 
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 続いて、ショッピング・オフィス事業です。 
 

 増収でしたが、わずかに減益となりました。JR東日本ビルディング、ルミネ、仙台

ターミナルビル、湘南ステーションビル、アトレなどの商業施設の開業経費によ
り、減益となりました。 
 

 通期では営業収益が対前年＋180億円、営業利益が＋33億円を計画していま
す。これは、JR新宿ミライナタワーのオフィスへの入居が続くためです。また、ラ
スカ熱海が開業します。 
 

 広告宣伝費などの開業経費は、下期には落ち着くとともに、前年に計上した不
動産取得税の反動減も見込めます。また、オフィスの成約率は98～99％といっ
たところですので、今後営業収益・利益に効いてくると見ております。 
 

 なお、通期業績予想は変更していません。 
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 続いて、その他の事業です。 
 

 第2四半期決算は増収増益でしたが、通期計画では営業収益が△56億円、営
業利益が△0億円です。 
 

 これはJR東日本企画やびゅうトラベルサービスが収益をあげている訳ですが、
昨年JR東日本情報システムが北海道新幹線関連のシステムを受注したことや、
JR東日本テクノロジーが北海道新幹線関連工事を受託しまして、その反動減を
下期に見込んでいます。 
 

 その意味では、概ね計画通りであり、通期業績予想は変更していません。 
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 連結決算についても、通期では概ね計画通りに推移すると見ています。 
 

 今後の主なプロジェクトとして、こうしたプロジェクトを着実に成功させ、営業収
益・営業利益の向上に努めていきます。 
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 営業外損益・特別損益の実績及び通期計画（連結）についても、概ね計画通り
ですので、スライドをご覧いただければと思います。 
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 営業活動によるキャッシュ・フローがマイナスとなりましたが、法人税等の支払
額の増などによります。 
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 設備投資の推移です。 
 

 維持更新投資は、減価償却費の範囲内に抑えるという考え方です。 
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 有利子負債残高の推移です。 
 

 鉄道施設購入長期未払金は2016年3月期末比で約400億円強減少しました。 
 

 また、平均金利は2.23％から2.14％に低下しました。 
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 以下は、参考資料です。各種データ、債券投資家の皆さまに向けた資料も掲載
しておりますので、ご参照ください。 
 

 以上で説明を終わります。 
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